
相 談 種 別 日　　時 会　　場 電　　話
人 権 擁 護 11月15日（火） 10:00～15:00 市役所２階　第２会議室

市民生活課　☎22-1314行　　 政
無 料 法 律 11月15日（火）

※事前に電話で予約ください。 10:00～15:00 市役所３階　第３会議室
農　　 家 11月10日（木） 10:00～12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256
こ こ ろ の 相 談 11月１日（火） 13:15～16:15 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362
アルコール 11月16日（水） 11:00～12:00

14:30～16:30 仙南保健福祉事務所
（要予約）

仙南保健福祉事務所
母子障害班
☎0224-53-3132思春期・ひきこもり 11月17日（木） 13:30～16:30

障 が い 者 11月11日（金） 13:00～15:00 市役所３階　第３会議室 福祉課　☎22-1400
補聴器巡回
サ ー ビ ス

・リオン：11月８日（火）・25日（金）
・ブルーム（旧ワイデックス）：11月22日（火） 13:00～14:00 市役所１階　東側和室 リオン　　☎0224-52-2551

ブルーム　☎022-267-3435

相談種別 日時・会場・問い合わせ先など
いじめ相談

（アイライン）
いじめ相談窓口（市役所４階 教育委員会内）　 i-line@city.shiroishi.miyagi.jp【24時間メール受け付け】
※電話相談（☎22-1350）も実施しています（毎週月～金 8:30～16:30）。

家庭児童相談 総合福祉センター　毎週月～金　8:30～16:00　☎22-1400
高齢者総合相談

（事前連絡必要）
①地域包括支援センター（総合福祉センター内）：☎22-1466　毎週月～金　8:30～17:15　②在宅介護支援
センター清風：☎22-2110　③在宅介護支援センター八宮：☎24-5222　②③は24時間電話受付しています。

生活困窮者
自立支援相談 社会福祉協議会（総合福祉センター内）　毎週月～金　8:30～17:15　☎22-2130

青少年相談 青少年相談センター（市役所４階）
毎週月･火･木･金　8:30～16:30　☎22-1342（内線445）

消費生活相談 消費生活相談室（市役所１階市民生活課内）　毎週月･水･金　9:00～16:00　☎22-0783
DV・セクハラ相談
（事前連絡必要）

男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）　
毎週月･水･木･金　8:30～16:00　☎22-6035

障がい者虐待通報 仙南地域障がい者基幹相談支援センター【24時間電話受け付け】　平日：☎0224-51-5361　夜間・休日：☎080-3326-1788
※県南生活サポートセンターアサンテ内（大河原町）。平日は福祉課（☎22-1400）でも受け付けています。

健康相談 健康推進課　毎週月～金　8:30～17:15　☎22-1362

問農林課　☎22-1253

　２カ月に１回、白石のすてきな農家さんを紹介していきます！　私たちの身近
にある「農業」の情報を楽しくお届けします。
　今回は、飼料高騰などの困難に直面しながらも、奮闘を続けている「酪農家」
の佐藤さんと鈴木さんに話を聞きました。

～農家の輝く姿を情報発信！～

白石の農×育てる人

　舞奈さんは、高校卒業後、親元を離れ県外の全寮制の農業大学校へ
進学。志を同じくする仲間たちと切磋琢磨し、専門的な知識と技術を
はじめ大型特殊免許や人工授精師などの資格を取得しました。
　舞奈さんは本年３月に大学校を卒業し、４月からお父さんが営む酪
農へ就農しました。農場では、成長に必要なミネラルやビタミンなど

を混ぜ合わせた「ＴＭＲ」方式を取り入れて、
好き嫌いによる栄養の偏りを防ぐとともに、
牛の体温や健康状態を遠隔で観察できるモバ
イルアプリケーションも取り入れています。
　「自由な時間をつくって旅行がしたい」と
話す舞奈さん。忙しい中でもプライベートな
時間を大切にできる酪農を目指す舞奈さんの
頑張りを、これからも応援していきます。

仕事とプライベート、両方を大切にしていきたいです仕事とプライベート、両方を大切にしていきたいです
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 さん▲牛の成長が、舞奈さんの
やりがいにつながってい
ます

商売人ではなく、職人であり続けたいです商売人ではなく、職人であり続けたいです

　23歳で両親が営む酪農へ就農した工季さんは、５年後にお父さん
が病気で引退。酪農の知識が全くなく引き継いだことで、多くの牛が
命を落としていきました。工季さんは、このつらい経験としっかり向
き合い、そこから何を学ぶかを大切に取り組んできました。
　工季さんが大切にしていることは、牛を商売道具ではなく「生き物」
として捉えること。牛は本来きれい好きな生
き物で、牛舎をきれいに保つことでストレス
を減らすことができます。その結果、それぞ
れの牛が持っている能力を引き出すことがで
き、長生きする元気で丈夫な牛に育つことで、
牛を飼い入れる経費を抑えることができます。
「酪農の魅力は、自分の努力次第で成長できると
ころ」と話す工季さんの酪農経営に注目です。
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▲日々の丁寧な清掃が、牛
の安らぐ環境を作ります

交通死亡事故ゼロ２年間を達成！　県警本部長から褒状

　10月６日、防災センターで交通死亡事故ゼロ
２年達成「褒状」が本市へ送られました。
　本市では、交通死亡事故が令和２年10月４日
以降発生しておらず、交通死亡事故ゼロ２年を達
成したことから、原

はら
幸
こう
太
た
郎
ろう
宮城県警察本部長から

褒状が贈られました。
　この日は、宮城県警察本部の森
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署長が出席し、森脇参

事官が「主要道路が多く厳しい環境にも関わらず
達成できたのは、市民の皆さんの努力の賜

たま
物
もの
であ

り敬意を表します」とあいさつ。山田市長は「関
係団体の皆さんの努力を重ねた成果だと思いま
す。本市の交通死亡事故ゼロを３年、５年と続く
ようにしていきたいです」と話していました。▲�伝達式で記念撮影する山田市長、森脇参事官（前列左から

２番目）、鈴木署長（同１番目）と関係団体の皆さん
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